ポンプ点検補修時の環境設定
ポンプストレーナー清掃、ポンプ補修等で開放する場合の準備作業は基本的には、ポンプの起動、停止、切替え、操作禁止処置、圧抜き、液抜き等の操作の組み合わせである。
①ポンプ切替え、停止
ポンプ形式別切替え操作手順に従って、スペアポンプを起動した後、開放ポンプを停止する。
吸入弁は、吐出弁、暖機弁、フラッシング弁等を閉止後、機内圧力が上昇しないことを監視しながら全閉にする。
吸入弁、吐出弁等にシート漏れがある場合は仕切り板を挿入する。
②操作禁止処置
開放するポンプの関係弁には、「操作禁止」札を付け、チェーン等で操作禁止処置をする。
③ポンプの内圧抜き
ア．熱油については、液温が70℃以下になるようにして排出する。
イ．LPGポンプの場合
・機内のLPGを完全にフレアラインに抜く。
・吸込み側、吐出側の圧力がゼロになれば、ガス抜き弁を全閉にし、その後、ベント弁やドレン弁を微開して残液やガスのないこと、および、吸込みや吐出弁からの漏れがないことを確認する。
・各弁の操作禁止処置をする。
ウ．強制冷却可能な熱油ポンプの冷却方法
熱油ポンプに強制的に冷却油（LGO等）を送り込みポンプ本体を冷却する。
・当該ポンプの吐出弁、吸入弁を閉止する。
・SLOPラインに圧抜きを徐々に行なう。
・ポンプ内圧が下がれば冷却油（LGO等）を張り込み、ポンプ本体を70℃以下に冷却する。LGO張り込み時、圧力上昇に注意する。
・ドレン弁を徐々に開けて、ドリップファンネルに内液を抜く。
④駆動機側の処置
ア．電動機駆動ポンプの場合
・操作スタンドのスイッチが切られているのを確認したのち、スタンドスイッチボックスに操作禁止処置をする。
・電気室の当該ポンプの電源（低圧電源は動力電源、高圧電源は制御電源）を切り、「操作禁止」札を電源盤に取り付ける。
イ．スチーム駆動ポンプの場合
・蒸気入口弁が全閉であることを確認ののち、弁に「操作禁止」札を付け、チェーン等で操作処置をする。
・必要に応じて蒸気配管の元弁を閉め、その下流配管の圧抜きを行なったのち蒸気元弁の閉止、および、ドレン弁の開放を確認し、それぞれの弁に「操作禁止」札を取付け、チェーン等で操作禁止処置をする。



























